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システム概要

オフィス 紛失防止

https://www.mars-tohken.co.jp/solution/package/detail/rfid-goodsmanagement.html
事例に関するURL
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お問い合わせ先

棚卸も一括読み取りで楽々持ち出し・照合・返却履歴を
パソコンで確認可能

持ち出し・返却時のチェックはハンディ端末を使い非接触で読み取るだけ
●あらかじめ持ち出しリストを作成し、ハンディ端末で物品に貼付されたIC
タグの一括読み取りチェックを行い持ち出し忘れを防ぎます。

●持ち出しリストと照合することで、作業現場からの回収忘れ、返却忘れ
を防ぎます。
●パソコンで持ち出し・照合・返却履歴を確認できます。

持ち出し時のチェックを素早く確実に
＆現場での回収漏れ防止

https://www.mars-tohken.co.jp/solution/package/detail/rfid-goodsmanagement.html
https://www.mars-tohken.co.jp/


導入の背景・課題

課題の解決・導入効果

システム構成

UHF帯ICタグとアイテム（物品や機材など）の紐づけを行います。
アイテムの情報を紐づけたICタグをアイテムに貼り付けます。
１．アイテム名を登録
２．アイテムに紐づけるタグを読み取り登録
３．タグをアイテムに貼り付ける
※アイテムに応じて最適なタグをご提案します。（金属対応タイ
プ他、各種形状取り揃え）

①作業現場への持ち出しの際に必要な物品を素早く確認したい
作業で使う物品の種類が多く、持ち出し情報の登録やチェックに手間と時間がかかっている。チェック漏れのために、必要な物品を持ち出し忘れることがある。
②作業終了後に現場への物品の置忘れを防ぎたい
作業終了後に利用した物品の回収漏れが発生する。現場での置き忘れは重大な事故につながる恐れがある場合もある。また、高価な機材の紛失を防ぎたい。
③未返却となっている物品を誰がどこに持ち出したかわからない
利用したいときに必要な物品が見つからない。誰がどこに持ち出したかわからず、持ち出されたまま行方不明になっている。
④手間と時間がかかっている棚卸作業を効率化したい
保管されている物品の棚卸し作業に手間と時間がかかっている。管理台帳と物品数が一致しない。

①持ち出し時のチェックを素早く確実に
あらかじめ登録した持ち出しリストによって必要なアイテムのチェックを素早く行うことができ、持ち出し忘れを防ぐ。同時に「誰が」「どこに」持ち出したかを記録します。
②現場での回収漏れ防止
現場から撤収する際に作業に利用した物品のチェックを素早く確実に行うことができ、回収漏れを防ぎます。
③持ち出し・照合・返却履歴をパソコンで確認可能
現場から戻り保管場所に返却する際にも素早く返却登録が行えます。未返却についてはいつ、誰が、何処に何を持ち出したか利用状況を確認できます。
④棚卸も一括読み取りで楽々
登録された物品すべてに対してUHFタグ一括読み取りによりスピーディーで確実な棚卸処理を実施できます。パソコンで棚卸履歴の確認が行えます。

RFID持ち出し管理システム『MCHDS（モチダス）ver2』
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